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する印刷機を円圧式印刷機といいます。

実際には、彼らの作った印刷機は、完

全な円筒の圧胴ではありませんでした。

円筒形の一部を切り取ったような形です。

版が元に戻るときには圧胴と接触しない

ようにするために切り取ってあるのです。

円圧式の印刷機は、復路で版との接触

をしない工夫が一番に必要な作業であ

り、その改良タイプによって、大きく３つの

種類に分けることができます。その違いは

明確ですが、いずれにしても後に続く印

刷機も彼らの考え方を基に改良を重ねて

いったことに変わりありません。現在、円

圧式印刷機は主に校正刷りを行う印刷

機として用いられています。彼らの考えだ

した機構は、現在まで使用され生きつづ

けているのです。

さらに高速を目指すには、圧胴だけで

なく版も円筒状をした輪転印刷機の開発

を待たなければなりませんでした。19世

紀には革命と戦争が続き、さまざまな事

件を報道する新聞の需要は飛躍的に高

まり、それに応えるために印刷機のス

ピードアップ競争は激化しました。そんな

なかで、1846年、アメリカのロバート・ホー

（Robert Hoe）とその息子リチャード・

ホー（Richard Hoe）によって、初めての輪

転印刷機が作られます。同じ頃、イギリス

では、先のタイムズ社がアプルガス

（Augstus Applegath）に依頼をして同じ

く活版の輪転機を設置していました。ア

プルガスの機械は、設計に無理があり、

不完全で不能率であったようですが、

ホー親子の機械は実用に耐え、かなりの

効率をあげました。しかし、版の形状と

紙差しを人力に頼らねばならない構造に

結局無理が生じ、30年ほどで姿を消すこ

とになります。

ホー社の印刷機につけられた版は、活

字を組んで円筒状にしたものでした。四

角い活字を丸く組み、くさびを打ち込んで

固定するという無茶な方法で印刷してい

たために、印刷中に活字がはずれて版が

飛び散る騒ぎが何度もあったようです。

また、大きな版のまわりを取り囲むように

圧胴が備え付けられ、その脇から紙を差

す構造であったため、大量部数を短時間

で印刷するには、紙差し工を増やして大

型化に対応してきましたが、大きくするに

は限界もあり、紙差し工が増えればその

分いろいろな不都合で機械が止まること

も多くなり、逆に効率は下がってしまうこ

とになりました。

書物や新聞を大量生産するには、ただ

印刷機を速く動かすだけでなく、その機

構そのものも工夫する必要がありました。

平圧から円圧、輪転へと大きく形を変え

ながら、印刷機は大衆の欲する知識や情

報を廉価に大量に提供しつづけてきたの

です。

ホー社の輪転機があたった壁は新た

な改良への出発点になりました。現代の

印刷機へとつづく道は印刷機の形だけ

でなく、版や紙など印刷に関わるすべて

の要素がそろうことによって、初めてつな

がることになります。

この続きはまたの機会にお話ししたい

と思います。
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グーテンベルクの功績は、印刷機の発

明によって、書物の大量生産を可能にし

たことにありました。しかし、その後約350

年にわたってその印刷機の機構はほとん

ど改良されずに使われてきました。1760

年代のイギリスに始まった産業革命が

ヨーロッパに波及し、18世紀末になってよ

うやくイギリスのスタンホープ（Charles

Stanhope）が総鉄製の印刷機を開発し

ました。スタンホープ印刷機は、加圧機構

に新しい工夫がしてあり、これまでの印

刷機よりわずかな力で大きな圧力を加え

ることができました。スタンホープ印刷機

は、タイムズ社でも採用され、日刊新聞を

ケーニッヒの複動円圧印刷機 出典：PRINTING PRESSES

R・ホーの10人差し活版輪転機 出典：PRINTING PRESSES

印刷するするために使用されていました。

この印刷機は、1時間に200枚から300枚

の印刷速度でした。

この後、19世紀初めには、1816年に

ジョージ・クライマー（George Clymer）が

コロンビアン印刷機を開発するなど、多く

の印刷機が作られるようになりました。こ

れらの印刷機は、平らな版を平らな圧盤

によって圧力をかけるもので、平圧式印

刷機と呼ばれています。

タイムズ社で使用されていたスタンホー

プ印刷機は、これまでの木製の印刷機よ

り効率が良く、日刊紙の印刷ができたとは

いえ、やはり手動式でしたので、速度・量

の面で限りがありました。このころ、ナポレ

オンの台頭などにより、新聞の需要が高ま

り、部数は増加する一方で、他の製造機

器と同様に印刷機にも動力を導入したい

という動きは当然だったといえるでしょう。

1814年、タイムズ社の要請で印刷機を

開発していたケーニッヒ（Fr iedr i ch

Koenig）とバウアー（Andreas Friedrich

Bauer）の印刷機が本格的に稼働を始め

ました。これまで、24人の印刷工が半日

かかって印刷していた量を、わずか30分

で印刷してしまうものでした。印刷速度は

1時間あたり1,100枚程度。手動では考え

られないほどのスピードでした。このとき

1814年11月29日付のタイムズ社の新聞に

は、その新聞が蒸気機関を使用した印

刷機で印刷した新聞であると社告で発表

されています。

彼らの印刷機は動力をただ導入しただ

けではありません。動力を導入するには、

印刷機の機構そのものも変える必要があ

りました。彼らは、イギリスのニコルソン

（William Nicholson）の特許である版を

往復運動させ、版が円筒形をした圧胴の

下を通る間に圧力がかかり、印刷する方

法にヒントを得て、1811年に彼らの最初

の特許を取っています。

この平らな版を円筒形の圧胴で印刷

鉄製印刷機の登場

動力の導入

輪転印刷機

スタンホープ印刷機 （重要文化財）国立印刷局博物館所蔵

グーテンベルクによって発明された

近代活版印刷術は、ヨーロッパ各

地に広まりました。印刷機によって

作られた書物は、従来よりずっと安

価で、出版文化を支え現代へとつ

ながります。
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